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視覚情報処理と行動制御の神経回路メカニズム 
 
【研究内容】 
多くの動物は、外界の視覚情報にもとづいて目的に応じた行動を生み出します。私たちの研究室では、
ゼブラフィッシュをモデルとし、動物が視覚情報を読みとり適切な行動を生み出すための神経回路メ
カニズムを研究しています。ゼブラフィッシュモデルでは、さまざまな遺伝学的、光学的、行動学的
な実験手法が発達しています。これらの利点を生かし、さらに実験データを定量的に解析することに
よって、個々の神経細胞タイプとそれらが構成する神経ネットワークの役割を理解することを目指し
ています。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【研究室メンバー募集】 
私たちの研究室は、2018 年に発足した新しい研究室です。「脳と行動の仕組みを解き明かす」とい
う目標に向かって、一緒に研究をしてくれる大学院生を募集しています。研究室の見学も歓迎してい
ます。 
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（日本語解説記事） 
ライフサイエンス新着論文レビュー「ゼブラフィッシュにおいて視覚運動刺激の情報処理をつかさど
る神経機構」 


